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　今回の選挙は市長選と市議選が同時に行われ、４月15日に告示され、４月22日に投票となりました。
市長選は現職の菅原茂氏が３度目の当選を果たし、市議選は24名の当選が左記のとおりに決定しました。
今回の選挙は現議員20名、元議員１名、新人６名が立候補し、24の議席を27名で争いました。
その結果当選したのは現議員19名、元議員１名、新人４名で、トップ当選は新人でした。       

　公職選挙法とは公正な選挙を行うための法律ですが、経験すると「なんかおかしい」と思うことがあります。
①　戸別訪問等の事前運動は禁止されていますが、実際は候補者の顔写真、経歴等が載っているリーフレッ
　　トを持って戸別訪問しています。そのリーフレットの最後には「後援会入会申込書」という欄があります。
　　これがあると、選挙の事前運動ではなく「後援会入会勧誘という政治活動」となります。この政治活動
　　が「選挙の事前運動となっている」のは明白で、「戸別訪問の禁止」は有名無実となっています。
②　告示前に「選挙に出ます」と言うのは許されて、その後に「宜しくお願いします」と言うと選挙違反。
　　お金をかけてリーフレットを大量に制作し何度も戸別訪問することが選挙違反にならず、何も持たずに
　　戸別訪問し「宜しくお願いします」と言うと選挙違反になる、というのはおかしな話です。
③　選挙後に自筆の信書やネット等での御礼は良くて、新聞や折込などの活動報告書に御礼を書くと選挙
　　違反。
④　葬儀の時、喪主として新聞にお知らせを出すときには名前が出せて、会葬御礼には名前が出せない。
⑤　葬儀の時、お知らせをいただき、お供物料を出しても名前は張り出せない。
⑥　葬儀の時、香典は持参しなければならず、「投げ悔やみ」は選挙違反。
　これはほんの一例ですが、文書の配布、新聞広告、街頭演説、個人演説会、選挙事務所での接待等々
多くの規則があり、実情に沿わないものが多々あります。全面的に見直す時期だと思います。

　4月28日の三陸新報「舌戦の舞台裏」に、旧市時代を含めて連続７期、議長も務めたベテラン議員のこと
が書かれていました。そこに「小山氏と親交があり、地盤を共にする境恒春県議が応援弁士として参戦」と
ありました。この市議は自民党で県議は民進党でした。地方選挙においては「主義主張は二の次」で、「地
縁、血縁、義理人情」が優先する、という選挙の実態が報道されていました。
　たとえ議会での発言がほとんどなくても、選挙で票を伸ばして当選する議員がおります。一方で、議会で
多くの質問、発言を行い、ホームページを開設して市民にその結果を報告し、自分の収支まで公開している
議員は、当選はしたのですが大きく票を減らしました。
　気仙沼市のこれからを考えるなら「地縁、血縁、義理人情」での投票を辞める時にきているのではないで
しょうか。有権者も真剣に考えなければなりません。

　お年を召して身体が不自由になり、投票に行けない方 も々多くなったと思います。投票箱を持って一軒一
軒まわるわけにはいきませんが、その対策を講じるのも投票率向上につながると思います。
　今回の選挙で、インターネットだけでの選挙活動に徹した新人候補者がおりました。今回の選挙に２万人
以上の人達が投票に行かなかったのですが、その中で一度も投票したことがない若い人達の５％がインター
ネットの世界から出て投票を行えば、当選したかもしれません。インターネットで選挙活動ができるのであれ
ば、投票もインターネットで出来ないものか、とも考えます。



             市議会議員としての今後の活動 

 ５月１７日、１８日の臨時議会で各委員会の所属が決まりました。 

私は総務教育常任委員会（６名）、大島架橋・唐桑最短道特別委員会（８名）、議会改革調査特別委員会、

東日本大震災調査特別委員会の各委員会に所属します。そして会派には入らず、独自に活動します。 

みどりの真珠を守りたい！ 

来年３月に大島架橋が完成予定です。しかし開通しても道路は未完成です。 

開通までわずか１０か月しか残されていませんが、ウエルカムターミナルも駐車場もトイレも

完成時期は未定です。大島には受け入れ態勢がまったく出来ていません。このままの状態

で開通すれば大混乱となり、島民の生活は破壊されます。私はその受け入れ態勢を少しで

もつくりたいのです。問題解決にむけて、県や市にこれからも働きかけていく所存です。 

 そして、小・中学校の統合問題があります。総務教育常任委員会を希望し委員となりまし

たのも、この学校統合問題があったからです。大島のこれからを考えたときに、学校がある

か無いかは大きく影響します。ご父兄の方々だけではなく、全島民がよく考えて議論し、「教

育環境はどうあるべきか」を決めていかなければなりません。そのために市当局、教育委員

会との話し合いに積極的に参加し、全島民の意向を伝えていきたいと思っています。 

議員定数削減をめざします！ 

気仙沼市は財政的に危険水域に入っています。このままでは破産します。 

行財政改革を進めなければなりませんが、その始めとして議員定数削減を提案します。 

まず議員から範を示し定数を削減し経費を抑え、次に気仙沼市の行政組織を根本から見

直し、組織改革を断行して財政を立て直す。３年もすると補助金は大きく減少します。その

時では遅いのです。市税収入６４億に対して、人件費が７０億です。今から市職員は勿論、

市民も意識を変えて行財政改革に舵を切らなければなりません。議員の定数を削減するこ

とは小さな経費削減ですが、議員みずから身を切らなければ、行財政改革は進みません。 


